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限りある資源が枯渇してきている状況の中で、廃棄物の再資源

化は大きな可能性を秘めています。

ただ、これまで通り廃棄物として処理を続けるのか、それとも

懸命に再資源化と向き合うのか、それは環境事業に従事する一人

一人の熱意によって変わります。

我々は山形県における環境事業のパイオニアとして、廃棄物に

対し、真摯に向き合っていくことをお約束致します。

全てのステークホルダーの方々への感謝、そして未来の環境へ

の力強いコミットをここに宣言し、挨拶にかえさせて頂きます。

代表取締役 堀切 勇真
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2018年3月 2019年3月 2020年3月 2021年3月 2022年3月 2023年3月

売上高 1,242 1,247 1,339 1,459 1,607 1,918

EBITDA 350 317 348 428 497 639

7

6年間で売上高は約1.54倍



◆ ISO14001の取得と環境方針

1.基本理念

株式会社キヨスミ産研（以下、当社）は、一般・産業廃棄物の収集運搬・中間処理・リサイクル・最
終処分の一貫した廃棄物処理業務を通じて、適正な処理を遂行し緑豊かな地球環境の保全につとめ、
全ての人々が健全な環境の中で健康な生活を維持し次世代へ継続出来るよう、自社に与えられた社会
的責任の下でゆるぎない信頼の構築に向かって、企業活動を積極的に展開、維持していきます。

2.基本方針

(1)EMS（環境マネジメントシステム）を確立・運用し継続的に改善していきます。

(2)環境に関するすべての「法規制及び当社が同意するその他の要求事項」を順守します。

(3)環境負荷の軽減、汚染の予防を図るため、次の重点目標を定め環境改善活動を実施します。

・廃棄物の分別を徹底しリサイクル活動を推進します。

・効率的な資源の運用を実施し、省資源・省エネルギー活動を推進します。

・廃棄物を適正・迅速に処理し、大気汚染・水質汚濁・土壌汚染並びに環境の汚染を防止します。

・施設の綿密な保守点検を実施して高効率処理を行い、騒音・振動の低減を図ります。

(4)環境目的・目標を定め、定期毎に見直しを行い継続的に改善していきます。

(5)環境方針は社内に掲示するとともに、カードにして組織で働く全要員にもたせ周知させます。

また、ホームページに掲示し、一般の方々に公開します。



◆産業廃棄物の処理状況

単位：ｔ 単位：ｔ

産業廃棄物収集運搬業及び産業廃棄物処分業の優良産廃事業者を取得しております。
詳細な運搬量実績や処分量実績及び財務諸表等は、「産廃情報ネット」をご参照ください。
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◆ CO₂削減目標と実績

売上高CO₂排出量は目標値を
大きく下回っています



設備の高効率化改修支援事業／設備の高効率化改修による省CO2促進事業
産業廃棄物焼却施設におけ誘引ファンへのインバーター導入による高効率化

◆弊社のCO₂削減の取組が環境省HPに掲載されました（環境省HPから抜粋）

インバーター導入より、ＣＯ₂排出量を大きく削減できました。引き続き、ＣＯ₂削減に努めて参ります。



従 教

廃棄物の適正処理のため、
従業員教育を毎月実施しています。

＜研修風景＞

研修内容は廃棄物処理に関する事柄に限らず、
安全衛生や個人情報保護等、多岐に渡ります。



廃棄物処理業は、インフラ産業です。
処理が滞ることが無いよう、各事業所において、
毎年、緊急事態を想定した訓練を実施しています。

＜火災訓練の様子＞

シミュレーションの結果、
各訓練対応マニュアルは毎年見直しています。



2022.09.30（鋳物町事業所）

• 山形市本沢地区 様

2023.2.5（鋳物町事業所）

• 山形市前明石地区 様

• 山形市東前明石地区 様

弊社では毎年、定期的に地域団体の視察を受け入れ

各処分施設の測定結果等を報告するとともに、

地域の皆様と意見交換を行っています。

山形県内や近隣県で自然災害が発生した際は、

災害廃棄物を受け入れています。

これからも地域に根差した企業として、環境に貢献して参ります。
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